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[主張]『尚氣節、廉恥重』[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　五月二十二日は、畏 (かしこ)くも青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)に 御 (おん)勅 (ちよく)語 (ご)を賜 (たま)はつた記 (き)念 (ねん)日で、京 (けい)城 (ぜう)始 (はじ)め 全 (ぜん)鮮 (せん)各 (かく)地 (ち)に於 (お)いて 五十万青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)は、奉 (ほう)讀 (どく)、分 (ぶん)列 (れつ)式 (しき)、行 (ぎやう)列 (れつ)行 (こう)進 (しん)等 (とう)によつて、この有難 (ありがた)きみことのりに 副 (そ)ひたてまつらんとの 誓 (ちかひ)を新 (あらた)にし、同 (どう)時 (じ)に、その決 (けつ)意 (い)と凛 (り)々しき氣 (き)魄 (はく)を示 (しめ)した。
『國本 (こくほん)ニ培 (つちか)ヒ國力 (こくりよく)ヲ養 (やしな)ヒ以 (もつ)テ 國 (こく)家 (か)隆 (りう)昌 (しやう)ノ氣 (き)運 (うん)ヲ永世 (えいせい)ニ維持 (いじ)セムトスル 任 (にん)タル極 (きは)メテ重 (おも)ク 道 (みち)タル甚 (はなは)ダ遠 (とほ)シ 而 (しか)シテ 其 (そ)ノ任 (にん)實 (じつ)ニ 繋リテ汝 (なんじ)等 (ら)青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)ノ雙肩 (さうけん)ニ在 (あ)リ 汝 (なんじ)等 (ら)其 (そ)レ氣 (き)節 (せつ)ヲ尚 (たふと)ビ廉 (れん)恥 (ち)ヲ重 (おも)ンジ 古 (こ)今 (こん)ノ史 (し)實 (じつ)ニ稽ヘ中 (ちう)外 (ぐわい)ノ事 (じ)勢 (せい)ニ鑑 (かんが)ミ其 (そ)ノ思 (し)索 (さく)ヲ精 (せい)ニシ 其 (そ)ノ識 (しき)見 (けん)ヲ長 (ちやう)ジ執 (と)ル所 (ところ)中 (ちう)ヲ失 (うしな)ハズ 嚮フ所 (ところ)正 (せい)ヲ謬 (あやま)ラズ 各 (おのおの)其 (そ)ノ本 (ほん)分 (ぶん)ヲ恪 (かく)守 (しゆ)シ文 (ぶん)ヲ修 (おさ)メ武 (ぶ)ヲ練 (ね)リ 質 (しつ)實 (じつ)剛 (ごう)健 (けん)ノ氣 (き)風 (ふう)ヲ振 (しん)勵 (れい)シ以 (もつ)テ負 (ふか)荷ノ大 (たい)任 (にん)ヲ全 (まつた)クセムコトヲ 期 (き)セヨ』
と宣 (のたま)うた。
　青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)たるもの當 (まさ)にこのありがたき みことのりを朝 (あした)に誦 (せう)し夕 (ゆうべ)に誦 (せう)したてまつつて その大 (おほ)御 (み)心 (こころ)を體得 (たいとく)したてまつるべきである。
　まづ暗誦 (あんせう)することが 大切 (たいせつ)であつて、繰 (くり)返 (か)へし繰返へし 暗誦 (あんせう)してゐる中 (うち)に現 (あらは)れた 尊 (たつと)き御精 (せい)神 (しん)を感 (かん)得 (とく)したてまつるのである。
　かれこれと 御言葉 (おことば)を解釈 (かいしやく)したてまつるのも畏 (かしこ)きことではあるが、特 (とく)に
『氣 (き)節 (せつ)ヲ尚 (たふと)ビ廉 (れん)恥 (ち)ヲ重 (おも)ンジ』
と宣 (のたま)うたことに就 (つ)き、半島 (はんとう)の青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)諸 (しよ)君 (くん)の注 (ちう)意 (い)を喚 (くわん)起 (き)したい。この二つの句 (く)は青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)の修養 (しうやう)の重心 (じうしん)であり、また國 (こく)民 (みん)としての一生 (せう)の樞軸 (すうじく)であるやうに拜察 (はいさつ)する。
氣 (き)節 (せつ)を尚 (たふと)ぶとは何事 (なにごと)であるか。それは公 (こう)生 (せい)活 (くわつ)に於 (お)いては、忠 (ちう)君 (くん)愛 (あい)國 (こく)のために身 (しん)命 (めい)も財産 (ざいさん)をも捧 (ささ)げることであつて、即 (すなは)ち忠 (ちう)義 (ぎ)に殉 (じゆん)ずることである。しかして私 (し)生 (せい)活 (くわつ)に於 (お)いては、消 (せう)極 (きよく)的 (てき)には不 (ふ)正 (せい)不 (ふ)義 (ぎ)に誘 (さそ)はれず屈 (くつ)せず、積 (せつ)極 (きよく)的 (てき)には、正 (せい)義 (ぎ)と信 (しん)ずるところは利 (り)害 (がい)苦 (く)樂 (らく)生 (せい)死 (し)を顧 (かえり)みずして勇往 (ゆうおう)邁進 (まいしん)することであると拜察 (はいさつ)する。さればこの氣 (き)節 (せつ)こそは人格 (じんかく)の樞軸 (すうじく)であり 基調 (きてう)であらねばならない。
次 (つぎ)に廉 (れん)恥 (ち)を重 (おも)んずとは 何 (ど)ういふことであるか。これは利 (り)慾 (よく)、名 (めい)譽 (よ)、地 (ち)位 (い)、苦 (く)樂 (らく)などに關 (くわん)する欲 (よく)望 (ぼう)を義 (ぎ)と法 (ほう)に違 (たが)はぬやうに節制 (せつせい)する ことであると拜察 (はいさつ)する。餓死 (がし)をすることがあつても不義 (ふぎ)の物 (もの)を食 (は)まぬ、といつた精神 (せいしん)であると拜察 (はいさつ)する。世 (よ)の中 (なか)が唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)的 (てき)になつて、文字 (もじ)通 (とほ)り黄 (おう)金 (ごん)萬能 (のう)主 (しゆ)義 (ぎ)に陥 (おちい)つた今日 (こんにち)、青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)の清純 (せいじゆん)な心 (こころ)が、かゝる功 (こう)利 (り)の惡 (あく)習 (しう)に感 (かん)染 (せん)することを 戒 (いまし)められ給 (たま)ふたことで誠 (まこと)におそれおほい極 (きは)みである。
願 (ねが)はくは青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)よ。氣 (き)節 (せつ)を尚 (たふと)び廉 (れん)恥 (ち)を重 (おも)んずる人 (じん)格 (かく)を鍛 (きた)へて 國 (こく)家 (か)隆 (りう)昌 (しやう)の氣 (き)運 (うん)を永 (えい)世 (せい)に維 (い)持 (じ)する大 (たい)任 (にん)を全 (まつた)くするものとなり、ありがたき大 (おお)御 (み)心 (こころ)に報 (むく)いたてまつらうではないか。
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